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持
続
的
成
長
の
実
現
策
は

声
に
耳
を
傾
け
対
応
す
る

長
内　

信
平 

議
員

　

村
は
人
口
規
模
に
相
応
し
た
就

労
の
場
を
備
え
た
ま
ち
が
存
在
し

な
い
た
め
、
そ
の
解
消
が
最
大
の
ポ
ン
イ

ト
で
す
。
自
立
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
基

本
構
想
の
将
来
像
に
た
ど
り
着
く
に
は
、

総
合
計
画
を
支
え
る
歳
入
歳
出
一
体
改
革

が
必
要
だ
が
、
そ
の
具
体
策
を
伺
い
ま
す
。

①
職
員
の
大
量
退
職
に
伴
う
影
響
と
滝
沢

村
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
）
は
。

②
村
の
中
長
期
財
政
計
画
の
進
展
状
況
は
。

③
県
民
力
が
公
表
さ
れ
た
が
本
村
は
。

④
国
土
利
用
計
画
滝
沢
村
計
画
の
現
時
点

で
の
具
体
性
と
実
現
手
法
は
。

⑤
企
業
立
地
法
に
よ
る
基
本
計
画
が
、
村

の
産
業
振
興
に
果
た
す
役
割
と
国
土
計

画
へ
の
影
響
は
。

⑥
鵜
飼
地
区
の
中
心
拠
点
構
想
の
経
緯
と

今
後
は
。

⑦
村
の
将
来
像
を
見
据
え
て
の
財
源
確
保

と
雇
用
の
創
出
を
生
み
出
す
具
体
的
産

業
振
興
策
は
。

⑧
第
5
次
村
総
合
計
画
の
産
業
別
純
生
産

額
と
雇
用
と
の
関
係
は
。

①
年
度
間
の
平
準
化
が
図
ら
れ

る
仕
組
み
で
あ
り
、
中
長
期
的

な
財
政
の
影
響
は
さ
ほ
ど
な
く
、
む

し
ろ
大
量
退
職
に
伴
う
職
員
構
成
の

バ
ラ
ン
ス
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
プ

ラ
ン
は
現
在
見
直
し
中
で
す
。

②
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
作
成
し
て
お
り
、
９
月
末
を
目
途

に
作
成
し
順
次
公
表
し
ま
す
。

③
18
年
度
の
民
力
指
数
は
29.
9
で

２
年
前
よ
り
0.
5
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
県
内
35
市
町
村
中
９
位
で
す
。

し
か
し
、
人
口
１
人
当
た
り
の
民
力

水
準
は
下
位
の
状
況
で
す
。

④
盛
岡
広
域
都
市
計
画
の
市
街
化
編
入

が
重
要
で
あ
り
、
村
の
上
位
計
画
と

し
て
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

⑤
税
制
上
の
優
遇
措
置
や
立
地
補
助
金

へ
の
支
援
が
期
待
さ
れ
、
計
画
の
実

現
に
向
け
た
起
爆
剤
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

⑥
村
の
中
心
と
位
置
づ
け
て
、
商
業
集

積
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
す
。

⑦
村
内
の
経
済
的
な
循
環
や
村
外
か
ら

の
交
流
人
口
の
拡
大
や
村
外
と
の
経

済
的
な
循
環
を
と
ら
え
た
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

⑧
雇
用
と
産
業
別
純
生
産
額
は
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
増
加
割
合
を
期
待
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Q1

（
新
志
会
）

▲役場庁舎から望む中心拠点構想地区
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課
題
を
さ
ら
に
整
理
し
個
別
の
課
題

へ
の
解
決
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
の
事
務
事
業
の
ニ
ー
ズ
が

質
量
と
も
に
拡
大
・
多
様
化
し
て

い
る
。

　

民
間
で
も
供
給
で
き
る
事
務
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
外
部
の
知

識
や
技
術
、
効
率
性
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
用
し
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
、
事

務
事
業
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
べ
き
で

は
。

　
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
法
」
が

施
行
さ
れ
、
従
来
は
民
間
に
委

託
で
き
な
か
っ
た
業
務
も
委
託
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
本

村
で
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
民
間
委
託
や
事
業
の
統
廃
合

な
ど
、
さ
ら
に
は
将
来
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
改
革
法
に
よ
る
民
間
委
託
に
つ
い
て

も
調
査
研
究
し
、
行
政
全
般
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

柳村　　一
まこと

 議員
（新志会）　

広域合併をどう考える

アンケート実施で検討

　

現
在
の
広
域
合
併
に
対
す
る
考

え
方
は
。

　

村
民
の
考
え
を
最
優
先
に
、

意
向
を
的
確
に
把
握
し
、
相
互

の
住
民
理
解
に
よ
る
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
適
正
に
情
報
を
公

開
し
、
意
向
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

機
運
が
醸
成
さ
れ
た
段
階
で
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
肢
の
中
か
ら
住
民
投
票
で
決

定
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
行
政

需
要
へ
の
対
応
も
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
時
期
は
、

来
年
２
月
頃
の
実
施
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
策
定
さ
れ

た
「
滝
沢
村
地
域
経

済
振
興
プ
ラ
ン
」
は
、
今

後
の
本
村
の
地
域
経
済
の

活
性
化
を
促
す
上
で
重
要

で
す
が
。

①
「
国
土
利
用
計
画
滝
沢

村
計
画
」
と
の
調
整
は
。

②
プ
ラ
ン
の
課
題
に
対
す

る
解
決
策
は
。

①
プ
ラ
ン
の
検
討
を
計
画
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
同
時
期
に
策

定
し
ま
し
た
。
互
い
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
中
で
共
通
認
識
し
、
議

論
を
行
い
な
が
ら
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

②
こ
の
プ
ラ
ン
は
横
断
的
経
済
振
興
の

推
進
を
重
点
と
し
て
掲
げ
、
６
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
課
題
解
決
を
目
指

し
ま
す
。
第
５
次
滝
沢
村
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
策
定
に
際
し
て
、
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▲民間委託している、ごみ収集
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